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第 388回千葉医学会例会
第 1回千葉泌尿器科集談会
昭和 37年 4月22日 於附属病院屋階講堂
1.挨拶
教授百瀬剛一(教室〉
第 1回千葉泌尿器科集談会を開催するに当り，一
言御挨拶を述べます。
現今泌尿器科は外科及び婦人科の知識の交流が絶
対必要であり，この意味で広くその方面で御活躍の
皆様方に御入会を頂いたものであります。
今回は本集談会の発会l乙当るため，特に斯界の権
威である東大市川，東京医歯大落合，慈恵大南の各
教授に御願いいたし，二三泌尿器科及びその境域の
問題につき御話を伺うことにいたしました。
尚たまたま，米国の著明な泌尿器科学者である， 
V. J. O'Conor博士が来日せられ，本日手術映画
を供覧される事を申添えておきます。 
2. 夜尿症とその治療
百瀬同日一，片山 喬(教室〉
我教室に於ける最近 11年間の夜尿症患者 382名
につき統計的観察を行った。
夜尿症は機能的と器質的のものとにわけられる 
が，器質的夜尿症は少数とはいえ，之を発見するこt
とは極めて重要で，泌尿器科的検査は必ず施行すベ
きものと考える。 
本症の治療には種々薬剤が用いられているが，何
れにせよ患者に対する医師の愛情ある態度が重要
で，夜尿症に対する正しい理解を持った一般医家の
適切な指導が必要と考える。 
3. 今日の泌原器科
東大市川篤二教授
千葉大学医学部R:1昨年泌尿器科が独立したこと 
は斯学のためにまことに喜ばしい。叉，本日第 1回
集談会の席上，御話する機会を与えられたととを謝 
する。
日本に於て 50年前皮膚科学会から泌尿器科学会
が分離したことは，学問の本質上当然のことと思
う。
現今泌尿器科は，多くの境域学者の理解lζ期する
所大であり，殊l乙本学科の性質上外科領域との連繋
は不可欠である。然し最近は腎臓病学の進展と共に
その保存的処置が優勢となり，叉男子性膿を中心と
する内分泌学も重要な問題となった。
幸い，本学l乙泌尿器科が独立したが， ここに集ま
られた方々の充分な御理解を得て，乙の地に泌尿器
科が栄えることを心から希望する。
4. 手術映画供覧 
Prof.V. J. O'Conor.，M. D. 
(Northwestern Uuiv.) 
a) 勝脱睦痩 
このコツは，臆の閉鎖と勝脱の閉鎖を出来るだけ
離れた部分で行うことにある。 
b) 急迫尿失禁応対する MarshallMarchetti 
手術
尿道及び勝脱を恥骨結合の骨膜に，なるべく少数
の縫合糸で縫ひつける。欠点として，絹糸を用いた
時の異物と恥骨炎がある。
c) 男子不妊症の手術療法
先天的発育不全や欠損は絶望的，精管の狭窄治療
ゃ避妊手術後の再疎通のためには，馬の毛を副木と
して入れる方がよ L、。副事丸・精管吻合術も同様の
方法で行う。 
5. 泌尿器科一般診療におけるこ三の問題
慈恵大南 武教授
a) 腎単純撮影の判読は，撮影条件で左右され，
且つ勝脱部をも描出しないと，重大な見落しをする。
b) 腎の皮下破裂はなるべく保存的ぱ行うがょ
い。殊lζ術前必ず静脈性腎孟撮影を行わなくては不
可。
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c) 側方無切断手術法

尿管結石や腎痩術によい方法である。
 
d) 著者の行って居る恥骨後前立腺別除術の映画
を供覧した。 
6. 泌尿器科領域における副腎皮質ホルモンにつ
いて
東京医歯大落合京一郎教授
副腎性 17KSの中で最も重要なものは， Dehyd-
roepi androsteroneであろうと推定される。通常 
17KSは 2/3は副腎由来，残りが性腺由来と考えら
れる。
この副腎皮質ホ Jレモンの合成障碍が，副腎男性化
症であり， 17KS産生過程から乙れを説明した。
更に，最近の問題として，蛋白同化ステロイドが
あり，これに関連して Gestagen及びそれによる
性器の発育異常について言及した。
